
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＥＢＳＤデータをＬａｂｏＴｅｘで解析－Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 

 

 

 

 

 ＥＢＳＤデータはｅｕｌｅｒ角度で入力されている。 

 計算されるＯＤＦ図は同一であるが、指定格子定数が異なる入力を行うと 

 ＯＤＦ図の方位計算｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞は異なる。 

 極点図、逆極点図も異なる。 

 他のＯＤＦソフトウエアと同じ格子定数指定が望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２１年０１月０５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＬａｂｏＴｅｘのＯＤＦ解析の場合、格子定数は、最大値をＣ軸に配置する。 

   例えば、ｏｌｉｖｉｎｅの場合 

  

   しかし、ＥＢＳＤデータの場合、ＯＤＦ図に関係するか調査を行う。 

 

比較入力データ 

ＩＣＤＤ－Ｔｙｐｅ 

 

ＬａｂｏＴｅｘ－Ｔｙｐｅ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ読み込み時 

ＩＣＤＤ－Ｔｙｐｅ    ＬａｂｏＴｅｘ－Ｔｙｐｅ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ図 

ＩＣＤＤ－Ｔｙｐｅ    ＬａｂｏＴｅｘ－Ｔｙｐｅ 

 

 

 

ＯＤＦ図は同一であるが極点図は異なる。 

 

ＥＢＳＤ解析の場合、格子定数はＩＣＤＤ－Ｔｙｐｅが適当と思われる。 


